
3．畜産利用（草地・畜産）

（話題提供）開発地における草地の現状と問題点について

福島県畜産試験場 田　武　紀

（1）現状と問題の所在

l）阿武隈山系の自然条件

地形：開発対象地域は標高450〝l～LO00桝にわたって展開しており，偉斜度も第1表に示す様

に，「般に大型作業機が入り得る緩傾斜（15度未満）は30多強にすぎない。傾斜がかなり高く

ても．長く連続する場合は利用が比較的容易であるが，せまい面積内で疏著に変化する複合斜面で

あるために，大型機枕による作業にとっては不利な条件を有している。また，造成草地が飛地的に

点在して1つの団地を形成していることも多く，今後の機枕の運行上　草地の管匪上の大きな問題

を内在している。

第1蓑　傾斜区分

区分　 項 目 両　 軸 割　 合㈱

0 ～　 8 度 ・879 4

8 ～ 1 5 度 6，732 3 1

1 5 ～ 2 0 度 10，6劫 50

2 0 ～ 3 0 度 3，127 15

3 0 度～ － －

計 21，368 10 0

⊂：：コ〇一シ■一

気象条件：年平均気温は10～11℃で県内の平均

的な温度分布であるが．春先と冬期の気温は低く．日

較差が太　初霜，結氷の初日が比較的早いので秋播牧

草の定着には凍上の危険性が高く，定着に失敗した例

もある。また秋期の生産期間が比較的短い。．年間降水

量（第2図）が1，100～1，400mと少ないのは積雪量

が少ないためで根雪期間も30日前後と少ないのは有

利な条件といえよう。しかし．生草期の降水量は1，000

脚前後で決して少ないとはいえない。

【：⊃恥、川〇一′′‾－
1
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第1回　福島県の年平均気温分布



第2国　福島県の年平均降水量の分布

2）草地生産上の技術的諸問題

①　草地造成関係

前述した様に経傾斜（15度未満）でも・l圃場面詰がせまいので大型機械の作業効率を高め

る配慮が望まれる0できれば採草対象地は仕上傾斜度は12度以内とする方が，種々の機械作業に

有利である。急傾斜地（15度以上）は放牧対象地として考えられるが，造成費の削減と，急激な

既存生態系の破壊も生ぜず・エロージョンも起りにくい，不耕起造成法の活用が望まれる。その際

造成後の維持管理労力をできるだけ少なくする方策の検討が要求される。

造成時の問題として考慮すべき問題として草踵の選択 る。これは．同じ阿武隈地域でも，夏

期に乾燥と高温が連続する地域やそうでない地域があるなど，その地域の気象条件，土壌条件を考

慮した草種の組合せが必要と思われる0また草種の選択は，草地の利用体系を組み立てる上でもその

刈取適期をうまく利用する点でも重要な検討課題となりうる。

さらに・最近特に問題になっている，草中のミネラルノミランス維持と土改札肥料の種類の検討

が急がれる。すなわち・最近の特別研究の成果として，日本の草地造成時の土改材の投入は，CaO

の土壌中の量的改善は十分であるが・MgOの改善はきわめて不十分であることが指摘されている。

④　草地の年間平衡利用技術の確立

寒地塑牧草を導入した大規模草地ではスプリングフラッシュの時期をいかにうまく収穫し．乗り

切るか，秋口の慶事量不足をいかにして補うかは，依然として大きな問題である。
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採草地にあっては，スプリングフラッシュ時の刈取適期を延長する技術，たとえば，品種の生育

差，標高による生育差等の利用の検討が必要である。一方．放牧地では，スプリングフラッシュの

抑制または余剰草の省力利用技術．秋口の産草量不足を補う技術や，放牧期間の延長技術の確立が

望まれる。

④　貯蔵粗飼料の大量調製技術の確立

貯蔵粗飼料の生産体系を考える場合．乾草を主とするか．サイレージを主とするかが大きな問題

となるが，これは，地形，気象条件，施設内容，作業効率，畜種，コスト等を総合して決定すべき

と考えられるが．その基礎的検討が必要である。

技術体系の行程中では．収納または貯蔵作業行程の省力化が最も重要な問題となる。またこれと

関連して，給与作業の省力化も含めて考えなけれi£　真に有効な大量調製技術とはなりえない。

（彰　大規模生産における刈取から給与までの損失対策

粗飼料を大量に生産する技術と同時にいかに損失を少なくして家畜に採食させるかという側面の

検討が必要である。

⑤　良質粗飼料の生産および草中の養分バランスの改善

貯蔵，調製技術の向上による貯蔵粗飼料の晶質向上とならんで，最近の問題として，放牧草の養

分アンバランスによ・る放牧病の発生対策が急がれる。ことに，放牧草中の無扱塩類のバランスの実

態解明とその改善策の確立が必要である。

（2）これまでの研究成果の概要

以上の問題に十分こたえるだけの研究成果とはいえないが，本県畜試沼尻支場で昭和46年から

5カ年間行われた「草地を主体とする肉用牛の集団生産実用化技術組立試験」の成果を中心に述べ

てみたい。

1）不耕起造成地の造成と利用管理

造成法は火入れ直播法を採用した（第3国）。造成に要した労力は第2表のとおりで，各行程で

の所要労力は刈私が最も多く12・25日人／ん，火入れが5．26日人／血，肥料散布3．25日人／血，播

種之17日人／血で計22．93日人／血を要した。この対象地の場合立木量が少なかったが，本場草地

部で行った県下の現地実証試験で，立木1，000～5，000本で林床に笹が密生する条件下で」刈払

火入れ作業のみで平均42．1日人／んで可能なことが実証されている。

（作業内容）

第1工程

l

l l

：越　冬：
一　　：

掃除刈・追肥

（備　　　　　　　　　考）

プッシュクリーナー（¢6仇以下）

チェーンソー（¢6仇以ガ
人力（火人は不可欠条件ではなく，　列状集積
のままでも可）

人力（播種期は原則として秋　8月中～下
旬とする。）

プッシュクリーナー（時期は盛夏）

第3回　不耕起草地造成の作業工程の現状
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第2表　不耕起方式火入れ直播造成法による所要労力の実績

刈　　　　　　 払 火　　 入　　 れ 肥　 料　 散　 布 播　　　　　　 種

作 業 内容

及び

使 用鏡器

全 面桔　 a o 血 刈払 った クマサ サ　 ネマ ガ 炭 カル ■ オーチ ャー ドグラス

うち 1．0 ん は クマササ　 ネ リササ∴ 経木伐採跡 地 に散乱 4，5 00 k タ（15 0 k 電／ 10 a） （ハイ キ ン の

マガ リサ サ密 生． 雑か ん木 す る枝　 を含 む

廃 油 （着火 u こくい場合 ）

草 地 化成 M g 3 6 2 0 k ダ／ 10 a

混 生地

え0 血 は製炭 用

地枝 散 乱

2，000 k ダ （紙 6 k 汐／1 0 a ）

N 9．3 k ㌢′10 a

ベ レニアル （マ ンモフウ

ライ グラス 1．5 k j／ 10 a

メ ドゥフェス ク （レ ドーう

作業 用具 P　 5．3　　　 〝 1．O k 多／10 a

プ ッシ ュク リーナ ー 3 台

チ エユ′ソー 1 台

ナタ， ノ コギ リ， 板刈鎌

K　 9．3　　　 〝 ホ ワイ トクローバ

（ニュー ジーラン の

　α5 k 彰′10 a

トラクター （ウニモク）に て運 搬

月　 日

諾

＝

作 業

人 員

延 人員 月　 日

器

（印

作 業

人見

延 人員 月　 日

諾

＝

作業

人 員

延 人員 月　 日

作 業

闇
作業

人員

延 人員

所 要労 力

5．2 5 0．5 3．5 1．7 5 6．18 0．5 4．5 乙2 5 8 12 1．0 5．25　 5．25 9．13 1．0 艮5 ＆50

5．2 8 1．0 9．5 9．50 a 12 0．5 之5 1．25 8 2 1 仇5 4．0 0 乙 0 0

5．29

a 15

＆ 16

6．17

1．0

0．5

1．0

1．0

7．5

乙5

5．0

10．0

7．50

1．2 5

5．0 0

1 0 ．00

8．18

8．19

1．0

1．0

4．5

8 5

4．50

8．50

8 2 3 0．5 5．00 a 5 0

6．18 0．5 ま5 1．75

合　 計 5．5 4 1．5 36．75 3．0 20．0 16．30 え 0 4．25 9．7 5 1．0 良 5 6．50

血 き り
所 要労 力 12．25 5．2 6 ま 2 5 a 1 7

注）標高950〝l　傾斜度3～8度（部分的に10度）一部に岩石の集頗地あり

不耕起法のポイントは，牧草種子と土壌を密着させ，前植生を抑えていかに早く牧草を定着させ

るかにあるが・造成後の管理内容と牧糞力の実掛ま第3表，第4表に示した通りである。

管理が適切であれば・2～3年で耕起草地に匹敵する牧糞力が確保できることを示している。
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第3表　不耕起管理所要労働力の実績

施　　　　　　　　　　　 肥 ワ ラ ビ， 再 生 萌 芽 枝 刈 払

月　 日 面　 積 散 布 量 人　 員 時　 間
延 労働

人 員
月　 日 面　 積 人　 見 時　 間

延 労働

人 員

4．1 7 0．8 Jk 16 0 鞄 3 人 2 0 0．3 3 7．26

8 4

1．0 4 a 5 仇 6 1

A 2 1 a O 6 40 9 a 5 1．8 3 0．5 2 a O α 3 3

8．22 A O 8 00 11 之 5 1．5 0 1．0 5 え 0 仇 5 6

1 1． 2 A O 80 0 5 ま 0 0．8 3 1．0 5 a O 0．8 3

合　 計 11．8 2，4（ル 28 1 1．0 仇 4 9 a 5 16 1 1．5 乙 3 3

第4表　造成年次による放牧実績の比較

造　 成　 翌　 年 造　 成　 3　 年　 目

放　 牧　 回　 次
放牧

血 当 り

放牧 頭数

讐辞 書 放　 牧　 回　 次 放牧

日数

血 当 り

放牧頭 数

牧　 毒　 力
　 と
放 牧 時 期

　　 と

．放 牧 時 期

さ甘 讐 慧

　 月 日 月 日

Ⅰ 鼠30～ 6．4 5 鼠 7 31．8 Ⅰ　 毘26～　説30 4 29 96．0

Ⅱ　 7．5～　 7．19 14 鼠 0 8 説1 Ⅱ　 1 1－　7．5 4 27 88．0

Ⅲ　 鼠16～ 9．29 13 9．3 86．8 Ⅱ　 a l～ 8．5 4
22 29

（1 日）（3 日） 89．0

Ⅳ 11．2～ 11．7 5 15．3 56．4 Ⅳ　 9．11～　 9．16 5 28 124．0

V lO．31～11．2 2 46 82．0

合　　　 計 39 43．3 260．1 合　　　 計 19
159

（152）
479．0

2）刈取適期幅の拡大と年間平衡生産

寒地型牧草のスプリングフラッシュ時の急激な生長のため．1番草の刈取適期幅がきわめてせま

いことが特徴である。これを簾和する方法として，草種による生育パターンを検討した（第4図．

第5回）。これを刈取適期幅の延長という面から検討すると，オーチャード主体草地とチモシー主

体草地とでは，10～15日の生育のずれがあることが分る。特にチモシーは下葉の枯上りが遅く

刈取作業に有利な点も加わるので，これら優占革種の違う聞場の利用時期を組み合せることによって

刈取適期幅を延長しえた。また，もう1つの方法として．採草地を施肥との組合せで1番革期待型

（遅刈）草地と2番草期待型（早刈）草地に面詰区分し，適期刈の面積をできる限り多くする方式

を採用し，特別な不順年を除いて．1．2香草時の収量，作業量の平衡化の可能性を兄いだした

（第6臥　第5蓑）。なお，今後，以上のような点の他．養分含量の側面も考慮した，生育特性の

品種間差，同種内の系統間差の究明とその応用技術の検討が必要である。
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第4図　各章種伸長速度の季節変化

24252627　28293031112　3　4　5　6　7　8　91011121314151617181920

5　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　月

第5図　オーチャードグラスとチモシーの生育速度の差
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第6国　利用時期（期待眉の　と収量の関係

第5表　粗飼料生産量と所要延労力

年 度 1 番草 2 番 革 3 番 革 合　 計

粗 飼 料 生 産 量

休 分 2。多義品

4　6 20 5 172 3 4 4 11

4　7 1‾74 18 2 98 45 5

所 要 延 労 働 力 4　6 2 31 15 2 12 3 50 6

（日 ・人） 4　7 184 15 1 16 9 50 4

放牧草地における年間平衡

利用の課題も古くて新しい問

題であるが．大規模草地での

省力的な点も考慮に入れ，次

の4つの方式を複合的に組み

合せた技術体系とした。

（》小牧区（1．0～1．5血）

輪換法を導入し，転牧労力は

各牧区をつなぐ誘導路を使っ

て牛の学習を活用して削減す

る。

（参スプリングフラッシ′ユを

抑えるため，閑牧時事高を15

仇前後とし，出穂時期までに

全牧区を一巡させる。

（釘全牧区の半分の面掛は早

春施肥を控え，6月下旬以降

の施肥とし．スプリングフラ

ヅシ1を抑え夏以降の生産を

高める様にした。

④兼用草地を活用して，1

番草時は余剰草を刈取利用し

2番草以後多めに施肥を行い

秋口放牧地として利用した。

その結果，5カ年間平均で，放牧期間1弧2臥　牧毒力亜4．8CD／血で，掃除刈もなく，家畜

の増俸成績も向上した。

3）貯蔵粗飼料の大量調製技術

飼料構造は，気象条件，立地条件，既存の施設の活用，作業効率（遠隔地から運搬する場合サイ

レージよりも乾草の方が効率がよレウの点から総合的に検討し，乾主埋従とした。また作業体系は

模枕への二重投資をさけ，天候に臨機応変に対応できるペールサイレージを導入し，ベーラー1本

体系を採用した（第7図）。また，ベールローダーの導入収納合の天窓設置，運搬と収納の分離

等の拾上収納作業の省力化につとめた。その結果，第6表に示すように，日当り作業人員は基幹4

人，補助5～6人で可となった。DM生産目標量276tに対し288～366tと安定した収量が確保

でき．品質的にも安定した粗飼料を生産し得た。なお．ベールローダーの憤斜地における作業性能

を参考に示す（第8～9回，第7表）。
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刈取　　反転　　集草　　梱包　　積込　　運搬　　荷下　　収納貯蔵

乾　　草

サイレ」ジ

十

・天窓設置

・運搬と収
納作業の
分　　離

第7図　貯蔵粗飼料の生産体系

第6表　5年間の生産実羞

区　　　　　　 分 目　　　 標 昭 4 6 4　7 4　8 4 9 5　0 備考

草地利用
採草地

乾　 草

サイ レージ
－ 127．5

12．0
124．1 12 1．1 6 8．6 9 5．0

延 面 桁

㈲

計 129．0 139．5 29．6

153．7

3 4．5

15 5．6

38．9

1 16．0

3 7．3

1 32．3
対　　　 比 100 10 8 119 12 1 90 103

施　 肥　 量 成　 分 N P K N P K N P K N P K N P K N P K

眈 ／々 1 0 a ） 実　 数 19．6 1 1．2 19月 1 4J） 8カ 14月 2 3β ＆4 18．4 17J；10．4 17JI 132 8月 11．6 16．8 9」6 16．8
10 0 100 100 7 1 7 1 7 1 120 75 9 4 9 1 93 9 1 67 7 1 5 9 8 6 8 6 8 6

産　 草　 皇 実　 数 5．000 3，5 15 4，4 3 2 8，22 4 3，0 5 3 8，17 5
¢ 琴／1 0 a ） 対　 比 100 7 0 8 9 6 4 6 1 6 4

総 調 製 量

乾　 草 琵 187 3 11 3 59 364 2 77 3 0 6 水 分
100 166 192 19与 14 8 164 15 帝

イレ ジ 諾 2 93 59 152 137 156 15 8 水 分

（t）

日当 り作業

100 20 52 47 5 3 5 4 6 0 多

D　 M　 実数 2 76 28 8 3 66 36 4 2 98 3 2 3
総　 量　 対比 10 0 1 04 13 3 13 2 10 8 1 17
乾　 草　 実数 － 13．1 乳 5 9．6 11．5 9．9 6 日

人 サイレージ 、比 8 0 9．0 7．5 10．2 1 1．4 時 実

間 労日当 り作業 乾　 草　 実数 4．0 a 6 3．1 3．7 ま 8 3．4
面若 （ん） サイレージ　 対比 Z 5 1．2 乙 0 a 4 5．1 ま 5 働

時日当 りD M 乾　 草　 実数
－ 8，5 2 9 8，2 33 9，37 8 13，0 05 9，3 98

調製星座勃 サイレージ・対比
－ 2，12 1 3，5 56 5，32 4 6，7 15 5，9 69 間

1 日1人当D 乾　 草　 実数
－ 6 49 7 65 97 2 1，13 5 94 9

めサイレージ 対比 － 17 5 4 33 70 9 66 2 54 2
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装着機種

トラック

（4．5t）

トラクター
牽引ワゴン
（ZO t析）

傾　　斜　　度

0　2　　4　6　　8　10　12　14　16　18　20

第8回　装着機踵と作業可能斜度

0　　2　4　6　810121416（knl／hr）

第9回　ベール間隔および走行速度と作業難易度

注）斜線部は適正作業条件範囲

第7表　ベールローダーの作業性能

A：安全かつスムーズに作業走行可能

B：通常は作業可能であるが雨あがりまた

は再生草の草丈が長い場合（20仇以

上）スリップ

C：スリップ頻度増，時々走行作業不能

D：作業走行不能もしくは危険が伴う

0　余裕あり

●　適　　度

△困　　難

X　危　　険

作　 業　 体　 系
日当た り調
製量 （水分

1 5 多 t）

日1人当たり
調製量 （水
分 15痴k タ）

平均梱包垂

（kダ）

日当た
り所要
人 員

備　　 考

ベール ローダー導入前 （4 6 年）

べ一ルロー ダー導入後

11

15

836

1，335

9．6

16．6

13．2

11．5

集草 ・ペール

の人員を含む。

運搬 2 台体系

4）大規模生産における刈取から給与までの損失量

大規模生産では，省力化の反面一定の損失量や率は当然視されているが．その実態は必ずしも明

確ではない。3カ年の平均的損失量（率）の実態調査では．刈取から給与までの損失率軋　全体で

38射このぼり，悪い条件が重なれば50帝近くにもなることが判明しており．無視しえか、ことが

わかった。

特に調製過程と，給与時の損失が多い。調製過程では，遅刈時の刈残や雨水による溶脱の損失が

大部分を占めているので，この対策は，適期刈と調製期間の短縮の技術が望まれる。給与時の損失

防止は．時間制限給与の採用（群飼の場合は一定の競合はさけられなくなるが）や，給与柵の構造

の改善によって削減が可能である。

なお．養分的な損失の究明については継続中である。
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（3）残された問題点

1）造成，維持管理関係

耕起造成草地では，エロ－ジョンの発生している場所への牧草導入技術，発生防止技術，その他

今後更新年限に達するとみられる草地の更新方法の検討（この点についてi嘉葡竃遣粛草地頑亘も

っと切実な問題である）。

不耕起造成草地では．急傾斜地用の施肥機の開発．航空隊利用による低コストの施肥管理法の検

討。

土壌条件，気象条軋　利用内容等に合った導入品種の組合せの研究が必要になろう。

また，急便斜地専用機種の実態調査と作業体系の確立，開発も強く望まれる。

2）貯蔵粗飼料の大量調製技術関係

乾草収納作業の省力機械化および収納施設の改善。ベールサイレージの貯蔵時の省力化。

3）草中のミネラルノミランスの改善

特に家畜に直接採食される放牧地における土一事一家畜の生態系の塩類収支の実態解明と利用法，

施肥法（造成時の土改材の再検討も含む）によるミネラルバランスの改善の検討。

（話題提供）北上山系開発における草地の研究成果と問題点について

岩手県畜産試験場外山分場長　道　又　敬　司

1．問題の所在と試験研究の経過

（1）北上山系地域の草地開発

北上山系地域は県土の70帝におよぷ106万血の広大な土地をはじめ．各種の豊富な資源を有し

ながら，きびしい気象　起伏の多い地形，遠隔立地など自然的社会経済的条件が北上川流域周辺に

比べて不利なため低利用の状態におかれてきた。そのため，地域発展に対する住民努力はもとより

県でも北上山系開発を県勢発展計画の大きな柱の一つに位置づけてきた。国においても国土の有効

利用と国民の食塩供給基地建設という国策的命題に沿って，昭和44年以来「広域農業開発事業」

および「大規模林業困開発事業」実施地域として指定されたことから，県は，畜産と林業を基幹と

しながら，地域内産業の調和した開発の可能性を模索，調査してきた。その結果，畜産部門におい

ては50年度から新山貞任地区（肉牛）．書巻地区（酪農）が先発して事業着工することとな＿り

北上山系開発は緩やかに，しかも着実に動きだした。

開発構想の概要は地域内の山林原野約89万んのなかから，草地開発可能地約6万んと17万5

千血の林地を畜産に利用して，昭和60年までに乳．肉用牛を現在のa3倍の30万頚に増加させ

ようとするものである。

山系のめざす畜産経営計画は，草地造成を主とした豊富な資源の利用により，コストの低減をは

かり経営基盤の安定につとめることと，哺育，育成，飼料生産などを専門分化する機能分担方式を

すすめ，畜産農家の規模拡大を促進する一九　地域の土地利用計画にあわせて大規模経営も行われ

るようにすることが重要な柱になっている。作目別には，酪農経営は放牧搾乳を専門とした大，中

規模牧場の創設と米作などの複合経営による20～30頭規模の搾乳農家群の育成，肉牛繁殖経営

は当面15頭程度の複合経営として規模拡大をはかることとしている。
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